
自力で特許を調べてみよう
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第１節

調査に不可欠な

基礎知識を身につけよう
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特許調査の目的

• 発明が新しいかどうか確認する － 先行特許調査

似た先行技術を見出した場合には、自分の発明の新しい部分を再確認し、自
分の発明を補強する（発明のポイントを十分に把握できていない出願が多い）

発明のポイントの把握不足で権利行使ができないケースが認められる

• 研究テーマの選定の参考資料として活用する

他人がどのような技術開発をしているか把握すると共に、他人が着眼してい
ない、着眼できていない分野、応用などを新たに考えて、研究テーマを立案する
資料として活用を考える、テーマ選定の背景には研究者の日頃の問題意識が隠
れている

• 自社のビジネス遂行に障害となる他社権利が存在しないか確認する

他人の特許権を尊重する、自分独自の発明を生み出す

• 他人の保有する権利を無効化する資料を調査する（無効資料調査）

• 他人の特許がどうゆう経過で特許権を獲得したか調べる（審査経過情報調査）

• 特許権が現在も有効か否か調べる（権利確認調査）

• ある特許発明がどこの国に出願し、権利を獲得しているか調べる（パテントファミリー調査）
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特許データベース

• 一次情報： 個々の特許、技術報告書（論文、研究報告書等）

• データベース： 多数の特許情報、技術文献情報を集録したもの

収録期間： いつの時点から収録しているか？

収録内容: タイトル（発明の名称）

著者（発明者）、所属機関（出願人／権利者）

要約（アブストラクト）

特許請求の範囲（クレーム）

特許分類

（国際特許分類、ＦＩ（ﾌｧｲﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ）、Ｆターム）

公報全文

• 使える特許データベース：

日本特許調査：特許情報プラットフォーム（J-PlatPat、無料）、

JP-NET（有料）、NRIサーバーパテントデスク２（有料）等多数

海外特許調査：espacenet（欧州特許庁、無料）
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特許調査の方法

• マニュアル調査（個々の文献を調べ、自分に必要な情報を抽
出する）

• 機械調査： 適切なデータベースへアクセスしてその中から
自分が必要とする内容の情報を抽出する

• 現在が調査対象となる文献数が膨大となったため機械検索
が主流

データベースに収録されている各種項目を使用して必要な
文献を抽出する作業を実施する（検索作業）

• 自分が希望する内容の文献を漏れなく、且つ不必要な文献
を含まない調査は現実にはありえない話である

漏れ及びノイズの極力少ない調査を担当者は考え、実施
する
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特許調査の具体的手順

• 調査目的の明確化： 何を調べたいのか明確にする

• 予備調査（予備検索）： 簡単なキーワード検索をして

調査に使えそうな特許分類、キーワード等を抽出する

• 検索式の構築： 予備検索で得られた情報を元に調査方針
を固め、具体的な調査検索式を考える

• 実際に検索を実施： 期待された調査であるか吟味し、不十
分と判断した場合には、再度検索式を作成し、再検索

• 検索結果の出力（一覧表示、該当特許の概要表示、公報表
示・印刷等）

• 調査結果をまとめ調査報告書を作成する
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特許調査は難しいか

• ある分野の特許情報があれば良いという漏れやノイズを気
にする必要のない調査の場合は簡単である

とにかく、該当する分野の特許情報が入手できれば良いと
いう目的の場合は、調査は難しくないと言える

• 一方、漏れなく且つノイズを極力少ない調査をしなければな
らない調査の場合は、調査は極めて難しいと言わねばなら
ない

特許特有の特許分類を使用した検索に慣れないと上記目
的にかなった検索はできない。それゆえに、検索専任の担
当者を多くの企業では設けているし、調査を業としている企
業も数多く存在する
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特許情報プラットフォーム（J-PlatPat)

• 特許･実用新案調査用メニュー

① 特許･実用新案文献番号照会 文献番号から公報を入手できます
② 公報テキスト検索

特許調査用の有力なメニュー、特許検索し、該当件数、一覧表示、該当特許の
概要及び公報を参照、印刷などが可能です

③ 特許分類検索 特許独自の分類を使用した検索ができます。大正時代の特許
も調べることが可能です。

④ パテントマップガイダンス 特許分類参照用です
⑤ 外国公報DB 主要外国の特許番号から公報を入手できます
⑥ 審査書類情報照会 個々の出願の審査段階での書類情報が入手できます
⑦ コンピュータソフトウエアデータベース(CSDB)検索
⑧ ワン・ポータル・ドシエ（OPD)照会 対応外国出願を参照できます
⑨ 中韓文献番号照会(特許庁関連サイトへ)
⑩ 中韓文献テキスト検索（特許庁関連サイトへ）

皆さんに使って欲しいのは、 ①、②、③、④及び⑥です
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公報テキスト検索で調べられる特許情報の範囲
（2010/10/7現在）

文献種別 検索可能範囲

特許公開 平05-000001 ～ 2010-226955 （2010/10/07） 6,096,500件

特許公表 平08-500001 ～ 2010-532655 （2010/10/07） 451,800件

特許再公表 92/022643 ～ 2009/016739 （2010/10/07） 80,644件

実用公開 昭61-048201 ～ 2006-000001 （2006/02/09） 1,336,675件

登録実用 3000001 ～ 3163343 （2010/10/07） 163,313件

実用公表 平08-500001 ～ 平10-500001 （1998/11/17） 7件

特許公告 昭61-010921 ～ 平08-034772 （1996/03/29） 822,584件

特許登録 2500001 ～ 4559600 （2010/10/06） 2,059,521件

実用公告 昭61-010001 ～ 平08-011090 （1996/03/29） 509,982件

実用登録 2500001 ～ 2607899 （2010/06/16） 107,893件

米国特許公開和文抄録 2001/0000001 ～ 2007/0074317 （2007/03/29） 1,094,189件

米国特許明細書和文抄録 003551956 ～ 007237264 （2007/06/26） 1,036,869件

欧州特許出願公開和文抄録 000521168 ～ 002009979 （2008/12/31） 206,642件
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公報テキスト検索画面での検索項目（検索キー）

• 日付： 出願日、公開日、公告日、登録日、登録公報発行日など

入力例：H080123、20100101:20100630、20100101:など

• 番号： 出願番号、公開番号、公表番号、公告番号、登録番号など

• 発明者： 鈴木章、田中耕一、岩宮陽子など姓と名は連続して入力

• 出願人：ダイキン、ＮＥＣ、東レなど株式会社を入れても入れなくても検索
は可能、部分一致検索なので株式会社などを入れれば検索が限定され
ることになる

• 技術用語：携帯電話、インターネット、手袋、パット、繊維、加湿器など用
語での検索では発明の名称、要約、請求の範囲、公報全文など検索す
る対象（範囲）を選択できる

• 特許分類: 国際特許分類（ＩＰＣ）、ＦＩ（ファイル･インデックス）及びＦター

ムでの検索ができる。検索の上級者への道はこの特許分類を使った検
索が自在にできるレベルが要求される
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技術用語を用いた検索例（｢要約+請求の範囲｣を対象）
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要約+請求の範囲：偏光板 and 粘着剤 and アクリル



公報テキスト検索（主要な検索項目の入力法）

検索項目
コメント 検索キーワード

要約+請求の範囲 全角で、部分一致検索 即席麺、燃料電池

出願人／権利者 株式会社等は省略可能 旭化成、ＮＥＣ、日亜化学工業

発明者 姓と名を続けて 田中耕一、岩佐成人、山口浩一

国際特許分類（ＩＰＣ） 完全一致検索 A23L1/337

国際特許分類（ＩＰＣ） 部分一致検索 A01C?
A01C11/?

国際特許分類（ＩＰＣ） 範囲検索 A01C1/00:A01C1/08

ＦＩ分類 分冊識別記号
芝生栽培用具

A01G1/12A

ＦＩ分類 展開記号
きのこ栽培、種菌の培養

A01G1/04,102

ＦＩ分類 ネギの栽培 A01G1/00,301G

番号（出願、公開、公表、
公告、登録）

昭和、平成
年号はS又はHの後に
二桁の年数

S63-1234、H05-32148、2001-231004

番号 2000年以降 2000-311、2003-125468

登録番号 7桁の番号 1234567

出願日（日付） 特定日を指定 20010112

出願日 範囲指定 20010101:20011231

出願日 範囲指定（何日～日迄） :20091130

出願日 2000年1月1日以降 20000101:

公報発行日 公開日、公表日等公報発行に関
する日付を含む

20080101:20081231
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検索対象の変更とヒット件数（トレハロースで検索）

検索項目 公開件数 公告･登録件数

発明の名称 191件 ８９件

要約 １，２７８件

請求の範囲 ３，８４１件 １，５５４件

要約+請求の範
囲

３，８８４件 １，５５７件

公報全文 ３３，７３５件 １３，１８８件
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キーワード検索対象とヒット件数（登録特許件数）

カーボンナノ
チューブ

ＬＥＤ 携帯電話

発明の名称 1,1７９件 3,772件 3,136件

請求の範囲 4,177件 15,413件 8,892件

要約+請求
の範囲

4,178件 15,596件 9,013件

全文 16,615件 280,636件 185,651件
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技術用語検索の注意点

• 特許明細書の記載は、当業者が実施できる程度に記載すればよいので、電池の

特許を出願する場合に、｢電池｣と表現しても、｢バッテリー｣と表現しても問題はありま

せん。同じように｢合成樹脂｣と｢合成高分子化合物｣という表現は同一内容を意味す

ると受け取ることができます。ところが検索では｢電池｣で検索すると｢バッテリー｣と表

現されている特許は当然検索されてきません。｢電池｣の同義語を色々と考えてそれ

らも含めたOR検索をする必要があります。その一方で、｢電池｣という言葉が書かれ

ていればヒットしますので、自分が必要としない分野の特許もヒットする可能性を有し

ています。

･ 検索漏れの心配をする必要がある点と一方では検索ノイズが含まれる点も注意

する必要があります。

･ しかしながら、技術用語検索は検索の基本です。基本をきちんとマスターすること

が求められます。調査対象によっては適切な特許分類がなく、技術用語でしか検索

できない場合もあります。しっかりと自分のものにしましょう。

半角、全角の違い、大文字、小文字の違い、長音記号などにも注意が必要です。
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特許分類に関する知識
（１）国際特許分類（IPC）

2006年1月から第8版が使用されています。A～Hで始まる大きく8分野に

分類分けした体系をとっています。

例： A61K31/28 重金属含有有機化合物を成分とする医薬品製剤

B23K9/00 アーク溶接または切断

C09J9/00 フィルム状または箔状の接着剤

（２）ＦＩ（ファイル･インデックス）特許庁審査官用分類

IPCを細分化して運用（別表参照）

（３）Ｆターム（機械検索用独自分類）

特許庁審査官が技術分野毎に先行特許検索が多観点からできるように開発した分類
体系

ＦＩの表記（４通りしかない）

１ IPCのまま A23L1/03

２ 分冊識別記号（アルファベット１文字）を付与 A23L2/02A

３ 展開記号（３桁の数字）を付与 A23D7/00,508

４ 両方付与 B05D5/06,101B
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国際特許分類の８分野

Ａ 生活必需品

Ｂ 処理操作、運輸

Ｃ 化学、冶金

Ｄ 繊維、紙

Ｅ 固定構造物

Ｆ 機械工学、照明、加熱、武器、爆破

Ｇ 物理学

Ｈ 電気

表記例： A23L1/0522 (AnnLnnnn/nnnnn)
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• (11)【公開番号】特開２０１０－１８９３２１（Ｐ２０１０－１８９３２
１Ａ）
(43)【公開日】平成２２年９月２日（２０１０．９．２）
(54)【発明の名称】コレステロール低減剤
(51)【国際特許分類】

• A61K 31/353 (2006.01)
A61K 36/73 (2006.01)
A61K 36/00 (2006.01)
A61K 36/18 (2006.01)
A61P 3/06 (2006.01)

• 【ＦＩ】
• A61K 31/353

A61K 35/78 H
A61K 35/78 X
A61K 35/78 Y
A61K 35/78 C
A61P 3/06

• 【テーマコード（参考）】
• 4C086

4C088
• 【Ｆターム（参考）】
• 4C086 AA01 AA02 BA08 GA17 MA02 MA04 NA14 ZC33

4C088 AB45 AB51 AC05 BA09 CA05 CA25 MA52 NA14 ZC33

特許に付与されている特許分類例

← 斜体太文字は発明情報
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ＦＩの具体的事例（一部省略表示）

B05D 液体又は他の流動性材料を表面へ適用する方法

・5/00特別の表面効果，表面仕上げまたは表面構造を得るために液体または他の流動性材料を表面に適用
する方法［２］

A 可剥離性，一時保護性

B 耐摩耗性，高硬度性

J 発泡塗膜

K 耐候性，耐薬品性，耐溶剤性

Z その他

・5/02・つや消し面または粗面を得るためのもの［２］

・5/04・インクまたは他の液体を受け入れる表面を得るためのもの（５／０２が優先）［２］

・5/06・多彩または他の光学効果を得るためのもの（５／０２が優先）［２］

A 光吸収性塗膜

B 反射性塗膜，発光性塗膜

C ツヤ有性，透明性塗膜

Z その他

101・・多彩効果を得るためのもの

A メタリツク塗膜

B 塗りわけ，ぼかし，象嵌

C 流紋，マ－ブル模様，水面転写

D 印刷

Z その他〔例．パ－ル模様〕

ＦＩ検索ではＩＰＣよりより絞られた形での検索が可能となります
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ＩＰＣ検索とＦＩ検索の比較例（公報テキスト検索）

IPC=B05D5/06 多彩または他の光学効果を得るための液体
の表面への適用

３，２６７件

FI=B05D5/06A 吸収性塗膜 １０６件

FI=B05D5/06B 多反射性、発光性塗膜 ３２０件

FI=B05D5/06D ツヤ消し性塗膜 １３２件

FI=B05D5/06Z その他 １９７件

FI=B05D5/06,101? 多彩効果を得るためのもの １，２１１件

FI=B05D5/06,101A メタリック塗膜 ５７５件

FI=B05D5/06,104? 他の光学効果を得るためのもの ７６３件

FI=B05D5/06,104B 凹凸模様を得るためのもの １６９件

注意：特許分類検索では B05D5/06,101@Ａ のように入力



22

Ｆターム（FILE FORMING TERM）

特許分類の欠点はひとつの観点でしか展開できないことです。そこで多観
点から検索できる分類体系を審査官の経験を生かして、技術分野毎に作
成することにしました。作成した分類体系に関しては民間企業の協力も得
て、より使いやすい形に修正をしている場合もあります。

Ｆタームの表記： 4B004AA02
最初の5桁 4B004は、技術分野を表す記号です。この場合は、コー

ヒーメーカーです
次のアルファベット２桁が、検索観点を表しています

AA： 機種
02： 機種の中の細分類で、ドリップ式を表しています

このように通常は９桁のコードで分類を表していますが、更に１桁の英数字
を付可コードとして付与する場合があります。
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Ｆターム 2C002：ゴルフクラブ
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新しい特許分類CPC(Cooperative Patent
Classification)について

2013年1月から欧州特許と米国特許で新しい特許分類
CPCの付与が開始された。

ＩＰＣ ＦＩ記号 ＣＰＣ Ｆター
ム

項目数 約7万 約18万 約25万 約34万

CPCは分類項目数が多いのが特徴



CPCは旧欧州特許分類ECLAをベースとした
分類体系
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旧欧州特許分類は、発明情報に付与されるＥＣＬＡと付加情
報であるICO(in Computer only)（従来は審査官のみ利用
できた）から構成されており、これを基本にCPCを作成

ICOには Mirror ICO Further ICO Orthogonal ICO
Deep-indexing 及びkeyword がある

Mirror ICO以外は、ECLAではカバーできない範囲に付与

CPCには新たに2000シリーズの分類体系が生まれている
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ＥＣＬＡからＣＰＣへの移行概念図

IPC ＥＣＬＡ ＣＰＣ

H01L21/027 H01L21/027 H01L21/027

H01L21/027B H01L21/02709

H01L21/027B2 H01L21/02718

H01L21/027B6 H01L21/02727

H01L21/027B6B H01L21/02736

H01L21/027B6B2 H01L21/02745

H01L21/027B6B4 H01L21/02754

H01L21/027B6C H01L21/02763

H01L21/027B6D H01L21/02772

H01L21/027B6E H01L21/02781

H01L21/033 H01L21/033 H01L21/033
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EP特許に付与されているCPC
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米国特許の付与されているCPC
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特開2010-189321コレステロール低減剤
に付与されていたＩＰＣ

• A61K 医薬品製剤

• ・35/78・植物からの物質［２］

• A単一成分からなるもの

• B・種子植物門

• C・・被子植物亜門

• D・・・クワ科

• E・・・タデ科

• F・・・キンポウゲ科

• G・・・メギ科

• H・・・バラ科

• J・・・マメ科

• K・・・ミカン科

• L・・・トウダイグサ科

• M・・・ウコギ科

• N・・・セリ科

• P・・・キヨウチクトウ科

• Q・・・シソ科

• R・・・ナス科

• S・・・ウリ科

• T・・・キク科

• U・・・イネ科

• V・・・ユリ科

• W二以上の成分からなるもの

• X特定成分を含有するもの

• Y抽出，製剤化方法等の植物の処理に特徴のあるもの

• Zその他
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特開2010-189321コレステロール低減剤
に付与されていたＦターム例

4C088：植物物質含有医薬品

• AB45： ・・・ツバキ科

• AB51： ・・・バラ科

• AC05： ・・・葉または茎（薬用成分）

• BA09： ・・・水抽出物（単離された成分）

• CA05： ・・・低級アルコール（分離、精製または安定化）

• CA25： ・・・発酵または培養または酵素処理による

• MA52： ・・経口（適用部位）

• ＮＡ１４： ・・・新薬効の発現

• ZC33： ・・・脂質代謝系用剤
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第２節

如何にして検索式を組み立てるか

－ 基本的な考え方を学ぶ －
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特許調査のための検索式を如何に組み立てるか

仮説テーマ：

｢Aと、Bと、Cとからなる装置｣に関する特許調査

発明の構成要素：

A、B、C（及び装置）

検索式の考え方：

概念Ａの検索集合 and 概念Ｂの検索集合 and 概念Ｃの検索集合

（概念｢装置｣を最後にandするかどうか）

概念Ａの集合をどのように作成するか？

キーワードを使用した検索集合：S1

IPCやFIを使用した検索集合：S2

Fタームを使用した検索集合：S3

最後にそれらの和集合を作成：S1+S2+S3

最終論理式：概念A和集合 and 概念B和集合 and 概念C和集合

検索集合作成の色々な考え方：

1)概念Aキーワード and 概念B キーワード and 概念C キーワード

2)概念AのIPC and 概念B キーワード and 概念C キーワード

3)概念AのFターム and 概念BのFターム and 概念CのFターム

☆特許分類情報はキーワード検索結果から入手する☆
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事例１：鉄筋コンクリート構造物の補強に関する特許調査
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検索結果：ヒット件数 331件
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検索結果一覧表示（１）
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検索結果一覧表示（２）
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特開2016-102404の概要表示（１）
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特開2016-102404の概要表示（２）
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・E04G足場；型枠；せき板；建築用器具またはその他の建築用補助具，またはそれらの使
用；現場における建築材料の取り扱い；現存する建築物の修復，解体またはその他の作業

・23/00(2006.01)現存する建築物への作業手段（基礎に関するものＥ０２Ｄ３５／００，Ｅ０２
Ｄ３７／００；絶縁に関するものＥ０４Ｂ；付帯作業または仕上げＥ０４Ｆ）

・23/02(2006.01)・修繕，例．クラックへの充てん；復原；改造；増築

・23/03(2006.01)・・特に屋根に適合するもの，例．屋階に装備するためのもの［５］

・23/04(2006.01)・危険となったまたは損傷した建築物または建築物部分のささえ，例．空
襲に関するもの（支柱２５／００）

・23/06(2006.01)・建築物の分割，かさ上げ，移動；新しい下部構造物の築造

・23/08(2006.01)・建築物の破壊（橋の解体Ｅ０１Ｄ２４／００）［１，８］

既存構造物の補強に関するＩＰＣの例

・E01D橋（客の乗降のためにターミナルビルと航空機の間に架設する橋Ｂ６４Ｆ１／３０５）

22/00(2006.01)現存する橋を修理または強化する方法または装置［６］

・E04B建築構造一般；壁，例．間仕切り；屋根；床；天井；建築物の絶縁またはその他の保護（壁，床，ま
たは天井内の開口部の縁構造Ｅ０６Ｂ１／００）



40



41

鉄筋コンクリート構造物の補強

選択した特許分類：

E04G23/00 現存する建築物への作業手段

E04G23/02 ・修繕

D 改造、構造的変更を伴う 例：既存の建築物に新たな部材を付加して、

構造材の強度を向上する

Fターム

2E176 既存建築物への作業

AA01 コンクリート構造物

BB27 ・改造又は補強

BB28 ・・補強

E01D22/00 現存する橋を修理又は強化する方法又は装置[6]

A 補修又は点検

B 補強

z その他

考えた検索式：

1)FI=E04G23/02D and KW=鉄筋コンクリート

2)Fターム検索：2E176AA01 and 2E176BB28
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検索式（１）での検索
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検索結果の一覧表示
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Fターム検索
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Ｆターム検索結果
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J-PｌatPatと商用データベースの違い

• J-PlatPatでは、複雑な検索式は組めない

Fターム検索結果に対してキーワードでの絞り込み検索はできない

公報テキスト検索画面ではFターム検索ができない

• 多数の検索結果をダウンロードすることは基本的にできません

（J-PlatPatは、中小企業や大学等の研究者が利用する想定で作られ
た）

• 多数の特許データをダウロードして、利用する場合は商用データベー
スを使用して頂くことになる

• J-PlatPatでは、特許分類検索画面を利用すれば、大正時代や昭和初
期の特許情報も入手できる

• J-PlatPatでは、何回でも検索式を作成して検索ができる（無料の強
み）

• J-PlatPatでは、特定の特許分類を使用して、過去の関連する分野の
特許情報を調べることができる

• J-platPatでは出願人名は出願当時のまま、合併等の場合に要注意
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第３節

いくつかの具体的事例で学びを深める
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事例２：ロボット掃除機に関する特許調査
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キーワード検索結果から選択した特許分類の例

FI：ファイル・インデックス

B25J5/00 車又は搬送体に設置されているマニプレータ

A 車輪をもつもの

G05D1/02 二次元の位置又は進路の制御

H 自立走行車

Fターム：

テーマコード： 3C007 マニプレータ・ロボット

AS15 清掃（用途）

CS08 無軌道で移動するもの（基台）

KS12 障害物の位置、状態（検出対象）

MS07 接触検知又は接触検知を行うもの（安全）

WA16 車輪式（自走／自立型のタイプ）

WA28 建物内移動（ビル・家）
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考えた検索式の例

検索式1

FI=(B25J5/00A+G05D1/02H) and

｢要約+請求の範囲｣=(掃除+清掃) 86件

検索式2

IPC=A47L9/? and

｢要約+請求の範囲｣=ロボット 266件

検索式3（Fターム検索）

3C007AS15 467件

検索式4（Fターム検索）

3B006KA01 627件

検索式5（Fターム検索）

3B006KA01+3C007AS15 1,054件
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事例３．ＤＣ－ＤＣコンバータに関する特許を調べる

ＤＣ－ＤＣコンバータとは、直流電圧を別の直流電圧へ変換する変換器のことです。｢スイッチング電源｣、
｢スイチング・レギュレータ｣とも呼ばれています。

ＤＣ－ＤＣコンバータの一般的な構成要素としては、ＩＣ、コイル、ダイオード、タランジスタ、コンデンサ等
があります。直流電圧の変換には三端子ICなどを用いたリニア方式のものもありますが、DC-DCコン
バータといえばスイッチング方式が主流です。リニア方式は電力の一部を熱として捨てて必要な電圧の直
流出力を得る方式。かたやスイッチング方式は、入力された直流をスイッチング素子によってパルス電流
に細分し、それらをつなぎ合わせて必要な電圧の直流出力を得る方式です。たとえていえば、リニア方式
は丸太をカットしてムクの板材を得るようなもので、どうしても多くの端材がロスとして出てしまうばかりで
なく、板幅は丸太の直径以下にかぎられます。一方、スイッチング方式は多数の木片をつなぎあわせた集
成材のようなもので、材料を無駄なく使えるうえ、自由な寸法のものが得られるなどのメリットをもちます。
リニア方式の変換効率は約30～50％からせいぜい70％程度にとどまるのに対して、スイッチング方式で
は80～90％以上にも及ぶのはこのためです。

ユニット型のスイッチング電源には、交流から直流への整流回路とDC-DCコンバータがいっしょに組み

込まれ、単一あるいは複数の電圧の直流が出力されます。しかし、電子機器の多機能化・デジタル化が
進むにつれ、回路を駆動するためのさまざまな直流電圧（12V、5V、3.3V、2.5V、1.8V、1.3V、1.0V、
0.8V…など）を得るために、独立したDC-DCコンバータが機器内に複数搭載されるようになりました。さら
に近年は、効率化やノイズ対策などの点から、IC近くに小型のDC-DCコンバータが数多く分散配置される
ようになっています。

バッテリにつないだランプのスイッチを素早くON/OFFさせると明るさが落ちます。点滅の平均の明るさ
として見えるわけですが、これは電圧が低下したことと同等です。したがって､ON/OFF周期の時間を調節
すれば、電圧をコントロールすることができます。ごく簡単にいえば、これがDC-DCコンバータの電圧変換
の原理。電流をON/OFFするスイッチング素子として、トランジスタやMOSFETなどの半導体素子が用い

られます。
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公報発行日：20100101～20101231に限定
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｢発明の名称｣を対象に、公報発行日を20050101以降に限定
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ＤＣ－ＤＣコンバータに関するＩＰＣ（H02M3/00）

・3/00(2006.01)直流入力一直流出力変換ＣＣ
・3/02(2006.01)・中間に交流変換をもたないもの

・3/04(2006.01)・・静止型変換器によるものＣＣ
・3/06(2006.01)・・・抵抗または蓄電器を用いるもの，例．分圧器を用いるものＣＣ
・3/07(2006.01)・・・・制御電極を有する半導体装置によって交互に充放電されるコンデンサを使用するもの［４］ＣＣ
・3/08(2006.01)・・・制御電極をもたない放電管または制御電極をもたない半導体装置を用いるものＣＣ
・3/10(2006.01)・・・制御電極を有する放電管または制御電極を有する半導体装置を使用するもの（３／０７が優先）［４］ＣＣ
・3/125(2006.01)・・・・消弧手段を必要とするサイラトロンまたはサイリスタ型式の装置を用いるもの［２］ＣＣ
・3/13(2006.01)・・・・・電子管のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/135(2006.01)・・・・・半導体装置のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/137(2006.01)・・・・・・出力電圧または電流の自動制御を有するもの，例．スイッチングレギュレータ［４］ＣＣ
・3/139(2006.01)・・・・・・・デジタル制御を有するもの［４］ＣＣ
・3/142(2006.01)・・・・・・・単一負荷のための最終制御装置としての複数の半導体装置を含むもの［４］ＣＣ
・3/145(2006.01)・・・・制御信号の連続的印加を必要とする三極管またはトランジスタ型式の装置を用いるもの［２］ＣＣ
・3/15(2006.01)・・・・・電子管のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/155(2006.01)・・・・・半導体装置のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/156(2006.01)・・・・・・出力電圧または電流の自動制御を有するもの，例．切換調整器［４］ＣＣ
・3/157(2006.01)・・・・・・・デジタル制御を有するもの［４］ＣＣ
・3/00(2006.01)直流入力一直流出力変換ＣＣ
・3/02(2006.01)・中間に交流変換をもたないものＣＣ
・3/158(2006.01)・・・・・・・単一負荷のための最終制御装置としての複数の半導体装置を含むもの［４］ＣＣ
・3/16(2006.01)・・非静止型変換器によるものＣＣ
・3/18(2006.01)・・・交互に充電および放電する，例．並列接続で充電され，直列接続で放電する，蓄電器または蓄電池を用いたものＣＣ
・3/20(2006.01)・・静止型と非静止型変換器との結合によるもの；電動力型と他の非静止型または静止型変換器との結合によるものＣＣ
・3/22(2006.01)・中間に交流変換をもつものＣＣ
・3/24(2006.01)・・静止型変換器によるものＣＣ
・3/26(2006.01)・・・一旦交流を発生するために制御電極をもたない放電管または制御電極をもたない半導体装置を用いるものＣＣ
・3/28(2006.01)・・・一旦交流を発生するために制御電極をもつ放電管または制御電極をもつ半導体装置を用いるものＣＣ
・3/305(2006.01)・・・・消弧手段を必要とするサイラトロンまたはサイリスタ型式の装置を用いるもの［２］ＣＣ
・3/31(2006.01)・・・・・電子管のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/315(2006.01)・・・・・半導体装置のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/325(2006.01)・・・・制御信号の連続的印加を必要とする三極管またはトランジスタ型式の装置を用いるもの［２］ＣＣ
・3/33(2006.01)・・・・・電子管のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/335(2006.01)・・・・・半導体装置のみを用いるもの［２］ＣＣ
・3/337(2006.01)・・・・・・プッシュプル構成におけるもの［４］ＣＣ
・3/338(2006.01)・・・・・・自励発振装置におけるもの（３／３３７が優先）［４］ＣＣ
・3/34(2006.01)・・機械的開閉接点部品を用いるものＣＣ
・3/36(2006.01)・・・入力電圧を累進的に選択しまたは連続的に変化させるために機械的部品を用いるものＣＣ
・3/38(2006.01)・・・単一電源を断続するために機械的開閉接点部品を用いるものＣＣ
・3/40(2006.01)・・・・接点部品は回転し，集電部はブラシまたはローラと共働するものＣＣ
・3/42(2006.01)・・・・電磁的に操作される振動接点，例．チョッパをもつもの（自己断続型一般Ｈ０１Ｈ５１／３４）ＣＣ
・3/44(2006.01)・・静止型変換器と非静止型変換器との組合わせによるもの；回転電機と他の非静止または静止型変換器との組合わせによるものＣＣ
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H02M3/00 直流入力－直流出力変換分野のＦＩ（ファイル・インデックス）
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H02M3/00 直流入力－直流出力変換

・3/155・・・・・半導体装置のみを用いるもの［２］

A 全体構成

B 起動・停止

C 保護〔保護回路一般→Ｈ０２Ｈ〕

E ・雑音防止

F 昇圧・反転

G コンデンサ充電

H 制御

J ・定電流

K ・入力検知

L ・自励型

M ・補助ＯＳＣ

N ・・カウンタ

P ・・ＰＷＭ

Q 共振型

R スナバ

S スイツチング〔スイツチング回路自体→Ｈ０３Ｋ１７／００〕

T ・ＦＥＴ

U 縦続型

V 分岐出力

W 並列運転

X 補助電源

Y 筐体

Z その他

ＤＣ－ＤＣコンバータのＦＩ分類の一部抜粋
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FI=H02M3/155S で検索 426件ヒット
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特許分類検索画面を使用 ＦＩ＝H02M3/155@S で検索 909件ヒット
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ＤＣ－ＤＣコンバータ Ｆターム検索

Ｆターム分類 ヒット件数

5H730AA10 ・スイチング速度の向上、高周波化 1,696件

5H730DD01 ・スイチング素子の種類 32,737

5H730DD02 ・・トランジスタ 30,824

5H730DD04 ・・・電界効果トランジスタ（ＦＥＴ） 16,728

5H730AA00 目的に関するもの 37,247

5H730AS00 用途に関するもの 30,075

5H730BB00 主変換部の形式に関するもの 38,095

5H730DD00 スイチング部（主変換部の）に関するもの 33,436
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事例４．ＰＬＤ法（パルス・レーザ堆積
法）に関する特許調査
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検索式：IPC=H01L21/268 and パルス and レーザ and (膜 or 堆積)

H01L21/268：電磁波、例．レーザ光線を用いる半導体装置等の製造
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事例５．希土類薄膜磁石に関する特許調査
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事例６．ホログラフィ干渉法を用いた計測
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G01B9/021 ホログラフィ技術による干渉計
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第４節

外国特許に関する情報を入手する

－ Espacenetを活用しよう －
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主要外国特許情報を入手する

欧州特許庁が無料で提供している特許検索サービス：

ＵＲＬ： http://ep.espacenet.com/

主な特徴：

１．主要国の特許情報が収録されている

２．４つの検索画面が用意されている

・簡易検索画面 キーワード、発明者及び出願人からの検索用

・高度検索画面 色々な項目から検索可能な高度検索用

・特許番号照会画面 特定の特許に関する情報入手用

・ECLA（欧州特許庁用特許分類）検索画面

３．Patent family情報を入手できる

ある発明がどのような国に出願しているか確認できる
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日本語表示も可能
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高度な検索： 出願人”nagasaki university”で検索
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特定特許の概要表示
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前出特許のファイミリー情報を表示
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第５節

その他の検索事例

（Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ)
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事例：特開2010-70666の先行特許調査

• (11)【公開番号】特開２０１０－７０６６６（Ｐ２０１０－７０６６６Ａ）
(43)【公開日】平成２２年４月２日（２０１０．４．２）
(54)【発明の名称】色素および光電変換素子
(51)【国際特許分類】

• C09B 57/10 (2006.01)
H01M 14/00 (2006.01)
H01L 31/04 (2006.01)

• 【ＦＩ】
• C09B 57/10 CSP

H01M 14/00 P
H01L 31/04 Z

• (21)【出願番号】特願２００８－２４０４５１（Ｐ２００８－２４０４５１）
(22)【出願日】平成２０年９月１９日（２００８．９．１９）

• 【Ｆターム（参考）】
• 5F051 AA14 BA11 FA02 FA03 FA04 FA06 FA13 FA15 GA03

5F151 AA14 BA11 FA02 FA03 FA04 FA06 FA13 FA15 GA03
5H032 AA06 AS16 CC16 EE04 EE16 EE20 HH01
(57)【要約】
【課題】電子の移動性が高い光電変換素子を提供する。
【解決手段】色素１３を担持した金属酸化物半導体層１２を有する作用電極１０と、対向電極
２０と、作用電極１０および対向電極２０に挟持された電解質含有層３０とを備えている。色
素１３は、二核錯体を含み、その二核錯体は、中心金属として２つのルテニウムと、その２つ
のルテニウムの双方をつなげるように配位結合する橋かけ配位子と、２つのルテニウムにそれ
ぞれ配位結合する配位子とを有している。光を吸収した色素１３が励起され、励起された色素
１３が金属酸化物半導体層１２に電子を速やかに注入する。
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特許分類に関する情報を入手

• C09B染料（色素）
• C09B57/00構造既知のその他の合成染料
• ・57/04・イソインドリン染料［３］
• ・57/06・ナフトラクタム染料［３］
• ・57/08・ナフタル酸イミド染料；フタル酸イミド染料［３］
• A ナフタル酸イミド染料「図」
• B ・ナフタルイミド核の２－７位のいずれかが置換されているもの
• C ・置換基がアルコキシ基のみであるものD・Ｎ－アミノナフタルイミド染料Eフタル酸イミド染料
• Z その他のもの
• ・57/10・錯塩状でない時には染料とはならない有機化合物の錯塩［３］
• ・57/12・ペリノン，すなわちナフトイレン―アリール―イミダゾール［３］
• ・57/14・ベンゾキサンテン染料；ベンゾチオキサンテン染料［３］

H01M化学的エネルギーを電気的エネルギーに直接変換するための方法または手段

・H01M14/00６／００～１２／００に分類されない電気化学的な電流または電圧の発生
装置；その製造［２］

P 物質の化学的変化を伴う光電池

Z その他のもの
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事例：酸化スズを用いたガスセンサに関する特許を調べる
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ガスセンサ特許分類

• ・G01N27/00 電気的，電気化学的，または磁気的手段の利用による材料の調査または

分析

• ・27/12・・・流体の吸収による固体の；流体との反応による固体の
• A 気体検知
• B ・素子の構造，装置の構造〔材料の構造的組合せを含む〕
• C ・素子の材料
• D ・電気回路〔Ｇ０１Ｎ２７／０４にも副分類をつける〕
• E 湿度検知
• F ・結露・霜の検知
• G ・素子の構造，装置の構造
• H ・素子の材料〔一般的な表示の材料・有機材料・無機材料双方を含むもの〕
• J ・・無機材料
• K ・・有機材料
• L ・湿度検知の応用・用途
• P・電気回路
• M 気体検知素子，湿度検知素子の製法・取付け等
• N 液体の検知に関するもの
• Z その他のもの
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Fターム 2G046 流体の吸着、反応による材料の調査、分析

AA01：気体 FB02：金属酸化物 FE39：Sn
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